

































































































































































































































































































































































































































































































































































く表示され，サンゴ礁の判読がしにくくなK , ＫＫ ろからである。Ｂ（青】に割り当てる
長波長域のバンド６や７の方が判読結バソドは，短波長域のバソドユや５より，
果は良好になる。
HmSSカラー育成画像でサンゴHi9地形判読に有効な組昔せ表４
(Ｒ,ＧＢ）（Ｒ，Ｇ,Ｂ）（Ｒ，Ｇ,Ｂ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）（Ｒ，Ｇ,Ｂ）（Ｒ，Ｇ,Ｂ）
j(fiill鰯1$;li:蕊熱ｉｉｉｉｉ鱗i:鰯！（４，６，７）（４，６，５）（４，７，５）（４，７，６）
il;雛蕊錘織iii:ii蕊iiii)!｣LjL4-LjLJl（5,6,7）（５，７，４）（５，７，６）－$Xjiiiii灘iii職（６，４，７）（６，５，４）（６，５，７）（６，７，４）（６，７，５）分孚Ｕ門戸み￣Ｕ、内ジー、ハジ、`蕊瀦輔（７…６）（７，５，４）（７，５，()）（７，６，４）（７，６，５）
網部８２シーン以二Eの地域でサンヨ礁地形の判読に適するど判断しiＥ組歪Fu＝
正i､:久米島のﾊﾃﾉﾊﾏ洲島周辺の礁池と砂床の分布･形状の判読に適する組合ぜ
表４の結果では久米島と壬れ以齪のシーンでサンゴ礁地形の判読にＥころで，
久釆島以1Kのシーンでみられるサソゴ礁地形の適王ろ組吾せに相違が永日流る。
漫くは裾礁夕征プのサンゴ礁であることから， 裾礁と洲島ではサンゴ礁地形の判
読に適王る組召せが異なることがわかる。
洲島と周辺の礁池（永深２～３ｍ）の判読に適する組脊せは， （Ｒ,Ｇ,Ｂ）のＢ
ろと，洲島は白，
これは，礁池底
このように割り当てるど，(青） にバンド４を割り当て淀芯のである。
洲島周辺の礁池は永芭～淡い青のグラデーションで表示される。
常洲島周辺の水深の変IEに対応王る色の変化で， 感覚的習)慣に適う画像ど液る。
このため水域の情報を豊富に！洲島周辺の底質は， ＤＮ値の高いサンゴ砥である。
(赤）に割り当てると，礁池奎体が濃い赤系統の狩つ短波長領域のバン下４着Ｒ
海域がこの色で表示されろ色で表示さ五る。 地形判読結果に違いは空じないが，
と人間の感覚にそく2わないという心理的な影響で前者より評価が下がる。
バンド４ではこの値に影響ざ礁池ではＤＮ値が天ぎい部丑が広いので，篭だ，
(ＴＭ呈一久況て浅海底の細かい水深の変距に冠応したパターンが表現ざ況汪い
丞来水域の情報に乏しいは王の長波長域のパンＦ６や、による宴真２豆 Ｅ同様)。
ＤＮ値の深い部分の情報が無いかわりに浅い部丑の情報を持っているので，Iま，
この部丑を細丑し色相の天ぎい赤を割り当てると礁池の判読に適する画像が得ＩＥＩ
湿る。
－６０－
石西礁湖周辺の海図どＭＳＳデータで判読できるサンゴ礁地形の水深限界を，
比較して求めるど水深５ｍ程度であるｏ
サンゴ礁地形の判読に適するTDIカラー音成画像Ｖ－２．
オリジナルデータを使う方法ａ
石垣島南東部と久米島東海岸のＴＭデータを使用した。海域とサンゴ礁の色は，
ＭＳＳデータと同様に３バン刑緑系のい王五かの色乏とる。 この色は，赤，青，
のなかでより短波長の２つのパソ下に割り 当て元色で汪蚕ろ。
らちサソゴ礁地形の判読に適し入間の感覚石垣島南東部では，６０組の組谷せの
的習慣に適う組合せは非常に巫ない。 表５に判読に適する５つの組谷せ乏示Ｕだ。
=たバンドが（１，２，３)，（１，２，４)，サンゴ礁の色は，（Ｒ,ＧＢ）に割り当てたバンドが（１，２，３)
(１，２，５）の時，オレンジ色～黄土色になる（写真６）｡また，（３，２，１），
(４，２，１）の時は薄い青～水色になるが（写真７）コントラストにとぼしく，
当ての方が地形の判読に向いている。前３者の割り
カラー合成画像でサンゴ礁ilh形判読に宥効な組合せ表５ＴＭ
(Ｒ，ＧＢ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）（Ｒ,Ｇ，Ｂ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
(１，３，２）（１，４，２）（１，５，２）（１，４，３）（１，５，３）
（１，５，４）（２，４，３）（２，５，３）（２，５，４）（３，５，４）
jij蕊iii蕊蕊鍵蕊iii;iii;鍵溌ｌｉ鍵灘灘（1,3,4）（１．３，５）
(１，４，５）（２，３，４）（２，３，５）（２，４，５）（３，４，５）
蕊i鱗鍵鍵溌i鱗LSL6,,9UしJLJLLJL､,§JしjL〕ｕ(,３ＤニノしjLJ
(５，４，１）（４，３，２）（５，３，２）（５，４，２）（５，４，３】
(２，３，１）（２，４，１）（２，５，１）（３，４，１）（３，５，１）
(４，５，１）（３，４，２）（３，５，２）（４，５，２）（４，５，３）
(２，１，３）（２，１，４）（２，１，５）（３，１，４）（３，１，５）
(４，１，５）（３，２，４）（３，２，５）（４，２，５）（４，３，５）
(３，１，２）（４，１，２）（５，１，２）（４，１，３）（５，１，３）
(５，１，４）（４，２，３）（５，２，３）（５，２，４）（５，３，４）
２． ．１
３． ．２
網部：石垣島南東海岸のサソヨ礁地形の判読に適子る組J奇を
正鍵:久米島東海岸のサンゴ礁地形の判読に適する組合せ(ただし、様々なサンゴ礁地形迩
同時にあらわ式ことができるものは（３，５，２）の一例だけである。本文参照）
地形の判読には，短波長のバソ下１，２，３が有効である。しだがって表５の
（１，２４）や（１，２，５）の組合せでは，長波長側のバソト'４や５は地形
判読には貢献していない。バンド３はバンド１，２にくらべ情報が少ないが，よ
り浅いサンゴ礁の穐域の判読に貢献している。
猛犬島東部のサンゴ礁では，様々なタイプのサンゴ礁地形がふられ，水深，
ＤＮ値がた五そ江異なっている。これぢずべてを同一の画像玉であちわ式組否ぜ
Iま(R,Ｇ,B)にバンＦ（３，５，２） 芝割り当てた場召だけである(宴真８〕｡ 泥だ
この場合でも南列の沈水した離礁などはほとんど表現されない。厄，
－６１－
表５（下線部）には礁池底の砂の分布状態，サンゴ洲島の平面形，隆起サンゴ
礁，沈水したサンゴ礁の分布などを別為に判読するためのバンド，色の組合せも
あわせて示した。これらに関して簡単に説明する。
サンゴ洲島の平面形を判別したい場合は(Ｒ,Ｇ,B)にバンド（４，２，１)，（５，２，
１)，（４，３，１)，（５，３，１）を割り当てると良い。洲島の輪郭，平面形は長波
長域のバンドによく表現されている（写真2a）のでこのバンドを赤(R)に割り当
てると判読結果は良好になる。ただし，これらを青(B)に割り当てると洲島は周
辺の中央列サンゴ礁と判別できなくなり判読結果は不良となる。同様に中央列サ
ンゴ礁，枕水している南列サンゴ礁などの判読を検討し，色とバンドの組合せに
関しては次のようにまとめられることがわかった。
礁池底の砂の分布と中央列の平面形など，水深，～２ｍ位までの地形判読を目
的とする場合，バンド３を赤(R)に割り当てると判読結果がよい。南列の離礁の
分布などある程度の水深を持つ部分の判読には，バソド，や２の短波長領域のバ
ンドに赤を割り当てる。しかし，この時はバンド，’２で得られる礁池底の砂の
分布など，浅い部分の情報は犠牲になる。
いずれにしても，目的とする地形の判別に適するバンドを単バンド画像から選
択し，このバンドに赤(R)を割り当てることで他の地形から独立して画像上に表
現できる。
ＴＭデータで判読できるサンゴ礁地形の水深限界を久米島東部の海図と比較し
て求めると，水深５～７ｍ程度と思われる。
ｂ：ＲＣＢ－ＨＳＶ変換データを使う方法
写真９は，変換後に得られた画像である。写真８と比較すると，彩度が強調ざ
れ南列の沈水したサンゴ礁の判読に効果があることがわかる。また，この画像で
は，中央列サンゴ礁の平面形や洲島の輪郭が鮮明である。また，島尻湾内の離礁
の分布や水深の変化に対応すると思われる変化も鮮明になった。しかし，裾礁タ
イプの石垣島南東部の画像では変換の効果はほとんど認められなかった。
ＴＭオリジナルデータだけを使う方法では，ＤＮ値や水深の異なるものどうし
の地形的な特徴を同一の画像で表示しにくかった。しかし，変換後の画像ではこ
れらの表現がより適切におこなえる可能性が示された。
Ⅵまとめ
ランドサットMSS,ＴＭデータを使いパソコン（1677万色表示）のディスプ
レイ上にカラー合成画像を作成し，バンドと割り当てる色の組合せ実験をおこな
った。この結果は次のようにまとめることができる。
ＭＳＳ画像ではバンド４，５がサンゴ礁域の情報を豊富にもっている。一方ＴＭ
画像ではバンＦ１と２にサンゴ礁の情報が多い。バンドと色の組合せ実験では，
ＭＳＳデータで７シーン，ＴＭデータで２シーンを取り上げ，ＭＳＳで１シーン
－６２－
あたり24種類，ＴＭで60種類の画像を作成した。
画像上のサンゴ礁と海域の色は，組糸合わせる３（'ソドのうち短波長の２つの
ﾊﾟｿﾄﾞに割り当てた色で決まる｡MSSﾃﾞｰﾀでは,(R,C,B）のＧ(緑)にﾊﾞｿﾄﾞ
４また５を割り当てた画像が判読に適する。この時，サンゴ礁や海域は緑色系に
なる。またＴＭデータでは，３バンドのなかのより短波長の２バンドを（R,ＧＢ）
の（R,G）に割り当てるとサンゴ礁や海域はオレンジ色～黄土色に，（G,R）に割
り当てると青～水色になる。人間の感覚的習慣では，海域が青色で表示された方
が違和感が無い。しかし，サンゴ礁地形の判読にはコソトラストのある前者の割
り当て方の方が優れている。
久米島東海岸には，サンゴ洲島をはじめ様々なタイプのサンゴ礁地形がふられ，
分布する水深，ＤＮ値の範囲が広い。ＴＭデータでこれらすべてを同一の画像上
であらわす組合せは（R,ＧＢ）にバンド（３，５，２）を割り当てた場合だけであ
るｄただし，この場合､でも南列の沈水した離礁などはほとんど表現されない。
このようなサンゴ礁では，目的とする地形の判別に適するバンドを単バンド画
像から選択し，このパソドに赤(R)を割り当てることで他の地形から独立して画
像上に表現できる。
ＲＧＢ－ＨＳＶ変換をしたＴＭデータでは，彩度が強調され，Ｎ値や水深の異
なるものどうしの画像表示がより適切におこなえる可能性が示された。
本研究は平成２年度，文部省科学研究費重点領域研究「近代化と環境変化｣，０３
班関係；「サンゴ礁環境のデータベース化と時空間分析」（研究代表者：目崎茂和
三重大学教授，課題番号02243105）の成果の一部である。い
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